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1. 工事計画添付書類に係る補足説明資料 

  Ⅴ-2-2-12「廃棄物処理建屋の耐震性についての計算書」の記載内容を補足するための資料を以

下に示す。 

 

別紙 1 応力解析における既工認と今回工認の解析モデル及び手法の比較 

別紙 2 応力解析におけるモデル化，境界条件及び拘束条件の考え方 

別紙 3 地震荷重の入力方法 

別紙 4 応力解析における断面の評価部位の選定 

別紙 5 応力解析における応力平均化の考え方 

別紙 6 水平・鉛直を分離した解析について 

別紙 7 応力解析における壁の健全性評価 

 

下線：今回ご提示資料 

 



 

別紙 7 応力解析における壁の健全性評価 
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1. 概要 

廃棄物処理建屋基礎スラブの応力解析では，上部構造からの荷重伝達を詳細に評価す

るために，上部構造を 3 次元 FEM でモデル化している。本資料では，上部構造のうち基

礎スラブに直接接続する地下 3 階（T.M.S.L.-6.1m～T.M.S.L.-1.1m）の耐震壁が基礎ス

ラブを拘束することにより生ずる応力状態においても，耐震健全性に問題がないことを

示す。 
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2. 検討内容 

2.1 検討方針 

基礎スラブの応力解析に用いている 3 次元 FEM モデルを図 2－1 に示し，このモデ

ルにおいて評価対象となる地下 3 階を赤色で示す。 

耐震健全性評価としては，地下 3 階の層全体のせん断ひずみを評価し，地震応答解

析で得られているせん断ひずみと比較する。なお，許容限界は基準地震動 Ss に対す

る地震応答解析による評価と同様に，せん断ひずみ 2.0×10-3 とする。 

 

 

 

 

 

 

 

図 0－1 基礎スラブ応力解析モデル 
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2.2 解析ケース 

基礎スラブの応力解析の荷重の組合せケースを表 2－1 に示す。表 2－1 の全ケース

について，せん断ひずみを算定する。なお，地震荷重は不確かさを考慮した全ての地

震荷重の包絡値を採用している。 

 

表 2－1 荷重の組合せケース 

ケース 
No. 

水平：鉛直 鉛直震度 荷重の組合せケース 

1 

1.0：0.4 

下向き （1.0＋0.4Ｋｖ）ＶＬ＋Ｓｓ SN＋ＳＯＥ＋ＢＬ 

2 上向き （1.0－0.4Ｋｖ）ＶＬ＋Ｓｓ SN＋ＳＯＥ＋ＢＬ 

3 下向き （1.0＋0.4Ｋｖ）ＶＬ＋Ｓｓ NS＋ＳＯＥ＋ＢＬ 

4 上向き （1.0－0.4Ｋｖ）ＶＬ＋Ｓｓ NS＋ＳＯＥ＋ＢＬ 

5 下向き （1.0＋0.4Ｋｖ）ＶＬ＋Ｓｓ WE＋ＳＯＥ＋ＢＬ 

6 上向き （1.0－0.4Ｋｖ）ＶＬ＋Ｓｓ WE＋ＳＯＥ＋ＢＬ 

7 下向き （1.0＋0.4Ｋｖ）ＶＬ＋Ｓｓ EW＋ＳＯＥ＋ＢＬ 

8 上向き （1.0－0.4Ｋｖ）ＶＬ＋Ｓｓ EW＋ＳＯＥ＋ＢＬ 

9 

0.4：1.0 

下向き （1.0＋Ｋｖ）ＶＬ＋0.4Ｓｓ SN＋0.4ＳＯＥ＋ＢＬ 

10 上向き （1.0－Ｋｖ）ＶＬ＋0.4Ｓｓ SN＋0.4ＳＯＥ＋ＢＬ 

11 下向き （1.0＋Ｋｖ）ＶＬ＋0.4Ｓｓ NS＋0.4ＳＯＥ＋ＢＬ 

12 上向き （1.0－Ｋｖ）ＶＬ＋0.4Ｓｓ NS＋0.4ＳＯＥ＋ＢＬ 

13 下向き （1.0＋Ｋｖ）ＶＬ＋0.4Ｓｓ WE＋0.4ＳＯＥ＋ＢＬ 

14 上向き （1.0－Ｋｖ）ＶＬ＋0.4Ｓｓ WE＋0.4ＳＯＥ＋ＢＬ 

15 下向き （1.0＋Ｋｖ）ＶＬ＋0.4Ｓｓ EW＋0.4ＳＯＥ＋ＢＬ 

16 上向き （1.0－Ｋｖ）ＶＬ＋0.4Ｓｓ EW＋0.4ＳＯＥ＋ＢＬ 

ＶＬ  ：鉛直荷重 

ＳｓSN ：水平地震荷重（S→N 入力，NS 方向） 

ＳｓNS ：水平地震荷重（N→S 入力，NS 方向） 

ＳｓEW ：水平地震荷重（E→W 入力，EW 方向） 

ＳｓWE ：水平地震荷重（W→E 入力，EW 方向） 

Ｋｖ  ：鉛直震度 

ＳＯＥ ：土圧荷重 

ＢＬ  ：浮力 
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3. 検討結果 

(1) せん断ひずみ評価方法 

層全体のせん断ひずみ評価は，各階床の節点のうち，地下 3 階の建屋外周部の壁に

該当する節点を用いて求めた平均層間変位（ B2Ｘ－ B3Ｘ）を階高Ｈで除してせん断ひ

ずみ γ（以下「平均せん断ひずみ」という。）を求める。図 3－1 に評価に用いる外

周壁の節点を示す。なお，平均層間変位（ B2Ｘ－ B3Ｘ）には基礎浮上りによるロッキ

ングの影響が含まれることから，建屋外周部の鉛直変位に基づく全体回転変形分の水

平変位（Ｈ･θ）を除いて算定する。 

 

γ＝ ( Ｘ
Ｂ2

－ Ｘ
Ｂ3

－Ｈ･θ) Ｈ⁄  

ここで， 

Ｘ
Ｂ2

：基礎スラブに直接接続する壁に所属する上部節点の水平変位 

Ｘ
Ｂ2

＝
1

Ｎ
∑ Ｘ

iＢ2

Ｎ

i=1

 

Ｎ：節点数 

Ｘ
Ｂ3

：基礎スラブに直接接続する壁に所属する下部節点の水平変位 

Ｘ
Ｂ3

＝
1

Ｎ
∑ Ｘ

iＢ3

Ｎ

i=1

 

Ｎ：節点数 

 Ｈ：階高（5.0m） 

 θ：建屋外周部の鉛直変位に基づく全体回転変形量 

θ＝ ( Ｚ
1Ｂ3
－ Ｚ

2Ｂ3
) Ｗ⁄  

Ｚ
1Ｂ3
：基礎スラブに直接接続する壁に所属する下部節点の鉛直変位（負側） 

Ｚ
1Ｂ3
＝

1

Ｎ
∑ Ｚ

1iＢ3

Ｎ

i=1

 

Ｚ
2Ｂ3
：基礎スラブに直接接続する壁に所属する下部節点の鉛直変位（正側） 

Ｚ
2Ｂ3
＝

1

Ｎ
∑ Ｚ

2iＢ3

Ｎ

i=1

 

Ｗ：建屋寸法（NS:35.8m，EW:73.0m）  
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：平均層間変位を算定する節点 

 

図 3－1 地下 3 階の壁及び評価に用いる節点位置図 
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(2) 評価結果 

NS 方向及び EW 方向の最大の平均せん断ひずみを表 3－1 に示す。最大の平均せん

断ひずみは，NS 方向については 0.249×10-3（ケース 2）であり，EW 方向については

0.247×10-3（ケース 5）であり，どちらも許容限界（2.0×10-3）を超えないことを

確認した。 

なお，地震応答解析における不確かさを考慮した最大せん断ひずみは，NS 方向は

0.178×10-3，EW 方向は 0.163×10-3 であり，本検討にて算定した値の方がやや大き

な値となっているが，この理由としては，不確かさを考慮した全ての地震荷重の包

絡値を応力解析モデルに静的に作用させていることが考えられる。 

 

 

表 3－1 層全体の平均せん断ひずみ 

方向 
ケース 

No. 

平均せん断ひずみ 

(×10-3) 

NS 方向 2 0.249 

EW 方向 5 0.247 
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4. まとめ 

基礎スラブを拘束することにより生ずる応力状態に対し，基礎スラブ直上階である地

下 3 階の耐震壁の耐震健全性を確認するために，3 次元 FEM 応力解析結果を用いて得ら

れた層全体の平均せん断ひずみを算定した。その結果，層全体の平均せん断ひずみは，

地震応答解析における最大せん断ひずみよりもやや大きな値が得られたが，許容限界

（2.0×10-3）を大きく下回り，耐震健全性に問題がないことを確認した。 

 


